














































の構成への理解を妨げる。 「御更衣」 、 「五月雨」 、 「いと暑きころ」 、 「七月七日」と一定 調子を保って語られ出すのは夏以降で、先述のように春は通常の巻と異ならない 月次屏風に通じる在り方を看取できるのは、幻巻も半ばを過ぎてからということになる。こ ため、先学 多くは、幻巻の月次屏風的性格が、夏以降顕著になってゆくもの 考えていた。
しかし、幻巻と月次屏風との間に別の補助線を引くと、そ

































































































































































































































































































































































歌ことばの観点から読み解い き 。幻巻と月次屏風との関係は、構成や叙述のみに留まらない。各月を語 という構成は全体の枠組みとして必要だが、その枠組みを利用して、幻巻は月次屏風の世界を再現しようと試みる の場面は、月次屏風の典型的な題材を基に設定され、景物と登場人物は、月次屏風の絵を引き写しにするよう 配置され そこで詠まれる歌もまた、屏風歌を想起させる であった。
これらが互いに作用しあうことによって、幻巻 月次屏風
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席上でご教示いただきました諸氏にお礼申し上げます。なお、本稿は、科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）
の成果
の一部である。（かわらい・ゆうこ
本学大学院博士後期課程・日本学術振興会特別研究員）
